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ニュースレター【事務局

情報】創立 30周年

記念祝賀会開催！ 

11 月 2日（土）午後 5

時「北見市武道振興協

議会創立 30 周年記念

祝賀会」が開催されま

した。出席者は北見市

の武道 8団体他、来賓を合わせ 64名がホテル黒部で祝賀会を盛大に行いました。武

藤弘司会長は「当協議会は平成 6年 11月に武道 8団体が結成し創立」「今日までの

長い道のりには、多くの皆様のご協力をいただき念願の武道館も完成しました。こ

れもひとえに期成会長としてご尽力を頂いた稲田正範先生を

始め多くの北見市民のご理解とご支援の賜物」と感謝の意を述

べ「会員の皆様にはこの重みをかみしめ、これを契機に尚一層

の精進を重ね武道団体がますます普及発展するよう努力して

いただきたい」と挨拶。祝宴は北見市弓道会坂井清治名誉会長

の乾杯で始まり楽しく行われました。また、安田陽心さん・木村陽さんの「柔の形」

柔道演武や留
りゅう

青
せい

太鼓がにぎやかに披露されました。〈佐藤〉 

事務所の花シリーズ 選挙当日、「北見市総合福祉会館」玄関横の 

紅葉がきれいで思わず写真を撮りました。〈佐藤〉 

連載 中国「老子」の思想  五十九章 農夫のごとく 

一国の政治は、農夫を手本として行うべきである。農夫は、作物の

自然を全うさせる。つまり、自然の理に従うのである。自然の理に従

うことは、徳を内に深く体することにほかならない。徳を深く体すれ

ば、いっさいの不可能は消滅する。不可能が消滅すれば、無窮の境地

に到達する。この無窮の境地に到達したものにしてはじめて、国家を保つことが可能になる。農夫のご

とくあること、これが政治の原則である。この原則を守り通せば、国家は永遠に栄えるであろう。これ

こそが、確固として滅びぬ道なのだ。嗇
おしむ

にしくはなし  作物を育てるには、雑草を取り去って田畑

をととのえる。育ちがよくない場合には、その原因を除くようにつとめる。あとは作物の自然にまかせ

て焦らない。指導者はかくのごとくあるべしと説くのである。特に教育者の味読すべき説であろう。原

文：治人事天、莫若嗇。夫唯嗇、是謂早服。早服謂之重積徳。重積徳、則無不克。無不克、則莫知其極。

莫知其極、可以有國。有國之母、可以長久。是謂深根、固柢、長生、久視之道六十章に続く 
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